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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成30年5月31日(2018.5.31)

【公表番号】特表2017-516210(P2017-516210A)
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【年通号数】公開・登録公報2017-022
【出願番号】特願2016-564078(P2016-564078)
【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月16日(2018.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上の計算装置上で実施されるコンパイラまたはプラットフォームに依存しないオ
ブジェクト指向ランタイム環境によって、クラスファイルにおけるクラス名を識別するこ
とを含み、前記クラス名は構造記述を含み、前記構造記述は、前記ジェネレータ関数を識
別する情報と前記ジェネレータ関数についての１つ以上のパラメータとを含み、さらに、
　前記コンパイラまたは前記プラットフォームに依存しないオブジェクト指向ランタイム
環境によって前記ジェネレータ関数を実行することを含み、前記実行することは、前記ジ
ェネレータ関数に入力として前記１つ以上のパラメータを提供することを含み、さらに、
　前記コンパイラまたは前記プラットフォームに依存しないオブジェクト指向ランタイム
環境によって、前記クラス名に対応するクラスを生成することを含み、前記生成すること
は、前記実行することによる結果に少なくとも部分的に基づく、方法。
【請求項２】
　前記識別すること、前記実行すること、および前記生成することは、前記コンパイラに
よってコンパイル時間に行なわれ、前記クラスファイルは、プラットフォームに依存しな
いオブジェクト指向言語に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記識別すること、前記実行すること、および前記生成することは、プラットフォーム
に依存しないオブジェクト指向ランタイム環境において行なわれる、請求項１に記載の方
法。
【請求項４】
　前記実行することは、ランタイムライブラリから前記ジェネレータ関数をローディング
することを含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記１つ以上のパラメータのうちの１つは別の構造記述を含み、前記別の構造記述は、
別のジェネレータ関数を識別する情報と前記別のジェネレータ関数についての１つ以上の
他のパラメータとを含み、前記実行することはさらに、
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　前記コンパイラまたは前記プラットフォームに依存しないオブジェクト指向ランタイム
環境によって、前記別のジェネレータ関数を実行することを含み、前記別のジェネレータ
関数を実行することは、前記１つ以上の他のパラメータを前記別のジェネレータ関数に入
力として提供することを含み、さらに、
　前記コンパイラまたは前記プラットフォームに依存しないオブジェクト指向ランタイム
環境によって、前記別のジェネレータ関数を実行することからの結果を前記ジェネレータ
関数に入力として提供することを含む、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記構造記述は、前記１つ以上のパラメータのうちの少なくとも１つに適用されること
になる特殊化動作を指定し、
　前記ジェネレータ関数を実行することは、前記コンパイラまたは前記プラットフォーム
に依存しないオブジェクト指向ランタイム環境によって、前記指定された特殊化動作を前
記少なくとも１つのパラメータに適用することをさらに含む、請求項１～５のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項７】
　前記コンパイラまたは前記プラットフォームに依存しないオブジェクト指向ランタイム
環境によって、別の構造記述を識別することをさらに含み、前記別の構造記述は、別のジ
ェネレータ関数を識別する情報と前記別のジェネレータ関数についての１つ以上の他のパ
ラメータとを含み、さらに、
　前記構造記述と前記別の構造記述との比較、および前記１つ以上のパラメータと前記１
つ以上の他のパラメータとの間の比較に少なくとも部分的に基づいて、前記構造記述およ
び前記別の構造記述が２つの等価なクラスを表わすかどうかを、前記コンパイラまたは前
記プラットフォームに依存しないオブジェクト指向ランタイム環境によって判定すること
を含む、請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　計算装置であって、
　プロセッサと、
　プログラム命令を含むメモリとを備え、前記プログラム命令は、前記プロセッサ上で実
行されると、前記プロセッサに、
　構造記述を含むクラス名をクラスファイルにおいて識別させ、前記構造記述は、ジェネ
レータ関数を識別する情報と前記ジェネレータ関数についての１つ以上のパラメータとを
含み、さらに前記プロセッサに、
　前記ジェネレータ関数を実行させ、前記ジェネレータ関数を実行するために、前記プロ
グラム命令は、さらに前記プロセッサに、前記１つ以上のパラメータを前記ジェネレータ
関数に入力として提供させ、
　前記ジェネレータ関数の実行の結果に少なくとも部分的に基づいて、前記クラス名に対
応するクラスを生成させる、計算装置。
【請求項９】
　前記プログラム命令は、プラットフォームに依存しないオブジェクト指向言語のための
コンパイラを実施するようにプロセッサ上で実行可能であり、前記コンパイラは、前記識
別すること、前記実行すること、および前記生成することをコンパイル時間において行な
うように構成される、請求項８に記載の計算装置。
【請求項１０】
　前記プログラム命令は、プラットフォームに依存しないオブジェクト指向ランタイム環
境を実施するように前記プロセッサ上で実行可能であり、前記識別すること、前記実行す
ること、および前記生成することは、前記プラットフォームに依存しないオブジェクト指
向ランタイム環境のランタイムにおいて行なわれる、請求項８に記載の計算装置。
【請求項１１】
　前記１つ以上のパラメータのうちの１つは別の構造記述を含み、前記別の構造記述は、
別のジェネレータ関数を識別する情報と前記別のジェネレータ関数についての１つ以上の
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他のパラメータとを含み、前記ジェネレータ関数を実行するために、前記プログラム命令
は、さらに前記プロセッサに、
　前記別のジェネレータ関数を実行させ、前記別のジェネレータ関数を実行するために、
前記プログラム命令は、さらに前記プロセッサに、前記１つ以上の他のパラメータを前記
別のジェネレータ関数に入力として提供させ、
　前記別のジェネレータ関数を実行することからの結果を前記ジェネレータ関数に入力と
して提供させる、請求項８～１０のいずれか１項に記載の計算装置。
【請求項１２】
　前記構造記述は、前記１つ以上のパラメータのうちの少なくとも１つに適用されること
になる特殊化動作を指定し、
　前記ジェネレータ関数を実行するために、前記プログラム命令は、さらに前記プロセッ
サに、前記指定された特殊化動作を前記少なくとも１つのパラメータに適用させる、請求
項８～１１のいずれか１項に記載の計算装置。
【請求項１３】
　前記プログラム命令は、さらに前記プロセッサに、
　別の構造記述を識別させ、前記別の構造記述は、別のジェネレータ関数を識別する情報
と前記別のジェネレータ関数についての１つ以上の他のパラメータとを含み、さらに、
　前記構造記述と前記別の構造記述との比較、および前記１つ以上のパラメータと前記１
つ以上の他のパラメータとの間の比較に少なくとも部分的に基づいて、前記構造記述およ
び前記別の構造記述が２つの等価なクラスを表わすかどうかを判定させる、請求項８～１
２のいずれか１項に記載の計算装置。
【請求項１４】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の方法をコンピュータに実行させる、プログラム。
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